
様式第５号 

令和４年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 ６３ 学 校 名 袋井高等学校 記 載 者 須藤 秀幸 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

「志」を育てるキャ

リア教育、生徒の要

望に応える補講、全

校体制での進路指導

を目指す。 

「進路及び将来の職

業選択に関するキャ

リア教育が推進され

ている」と答える教職

員が 80％以上。 

Ａ Ａ 

・進学先の目標立ては重要だが、

その先にある、職種、自分の特性

をどう活かすか、どこに住み、ど

こで働くか、いかに自分らしく充

実した人生を歩むかという最終目

標に向けて、在学中に考えられる

指導を期待する。 

・目標ができると生徒の取組は変

わる。目標が見つかると生徒は強

い。 

・社会に出るとどの大学に行った

かよりも、どんなことができるか

が重要。何をやりたいか、そのた

めに何をするかという過程が大

切。 

・高校生は視野が狭いので、視野

を広げてあげることが高校の役目

ではないか。 

「補講や集中学習期

間は、進路目標達成

のために役立ってい

る」と答える生徒が

70％以上。 

Ａ Ａ 

「文理選択が主体的

に行えた」と答える

生徒が 90％以上。 

Ａ Ａ 

「自分の進路希望に

合ったコース・科目

選択ができた」と答

える生徒が 90％以

上。 

 

「進路資料の検討や

学部等の進路決定が

自発的、主体的に行

えた」と答える生徒

が 90％以上。 

 

イ 

初期指導の充実、教

科で一致した予習励

行の工夫による家庭

学習習慣の確立を目

指す。 

家庭学習時間の平均

が 

１年～３年６月 

平日２時間以上 

  国 30分以上 

数 45分以上 

英 30分以上 

休日３時間以上 

  国 30分以上 

数 60分以上 

英 60分以上 

３年７月～ 

 平日４時間以上 

 休日６時間以上 

Ｃ Ｃ 

・学習時間は重要であるが、質を

上げることも重要。時間が短くな

ったことによる評価はできている

か。 

・学習量を保ちつつ、生徒の学習

進度に合わせた家庭学習の指導と

「効率の発見」の手助けになる指

導を期待する。 

・もう少しやれると思って努力し

て前へ進むことが大事。もう一歩

高い目標を立てられるようにして

あげたい。高みを目指す精神の育

成が必要。 
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ウ 

相互授業参観等を契

機に、授業改善（主体

的・対話的で深い学

び、ICT 活用）を図り、

学力向上を目指す。 

「外部模試の結果を

その後の学習に生か

すことができた」と答

える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 

・授業が面白くなってくると予習

したくなる。 

・教える側の教え方も大切。興味

を持たせれば、学習するようにな

る。 

・大学教育ではクリエイティブな

ことを期待するが、その前に、基

礎がないとクリエイティブなこと

はできない。基礎がないと将来は

ない。基礎の習得は苦しいことだ 

が、指導者がやれと言ってもやら

ない。面白いと思うことを理解し

たいと思うと基礎をやるようにな

る。 

・基礎学力を高めるために、反復

練習は重要である。 

 

「授業で学力が向上

した」と答える生徒

が 80％以上。「授業

で扱う内容に興味・

関心を深めた」と答

える生徒が 70％以

上。「授業に主体的

に取り組めた」と答

える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 

｢アクティブ・ラーニン

グ(型）、ＩＣＴ活用など

教材・教え方に様々

な工夫をしている先

生が多い」と答える生

徒が 75％以上。「積

極的に発言できた」と

答える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 

「授業をとおして、文

章を的確に読み取

り、場面に応じて自分

の考えを話したり、書

いたりする力がつい

た」と答える生徒が

70％以上になる。 

Ａ Ａ 

「授業や課題、定期テ

スト等を通して、論理

的に考える力が伸び

た。」と答える生徒が

70％以上 

Ａ Ａ 

「授業を通して、主語

と動詞の整った自分

の考えを伝える英文

を書く力をつけること

ができた。」と答える

生徒が 70％以上。 

Ａ Ａ 

「授業を通して科学的

な探究力をつけること

ができた」と答える生

徒が７0％以上。 

Ａ Ａ 

「授業、課題、定期テ

ストなどを通して、現

代の社会や歴史につ

いて考える力を身に

つけることができた」と

答える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 
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「体育の授業で知識と

実践する態度を養うこ

とができた」と答える

生徒が 80％以上。 

Ａ Ａ 

 

「授業を通して芸術の

すばらしさを味わい、

創造的な表現ができ

た。」と答える生徒が

70％以上。 

Ａ Ａ 

授業を通して、「今の

自分の実生活向上の

ためにつながる知識

や技術が身に付い

た」と答える生徒が

80％以上。 

 

Ａ Ａ 

「情報に関する知識

や技術が向上した」と

答える生徒が 80%以

上。 

Ａ Ａ 

エ 

部活動、特別活動で

のきめ細かな支援に

より、生徒の主体

性、自立心の涵養を

目指す。 

県大会出場部活 10

以上。 

 

｢２時間以上の家庭学

習時間を確保して部

活動との両立をして

いる｣と答える生徒が

70％以上。 

 

Ａ Ａ 

・部活動においては、目標達成に

向けて一定の「厳しさ」は必要で

あるが、生徒の自主性や自己有用

感を涵養するための指導を望む。

合わせて進路目標達成に向けた家

庭学習の重要性も引き続き指導を

願う。法多山でのプロジェクショ

ンマッピングのような課外活動は

素晴らしい取り組みであり、生徒

の達成感や自己有用感を育てるこ

とができる。 

・部活（特に運動系）後に、２時

間以上確保していれば十分ではな

いかと思われる。学校行事が制限

がありながらも再開できたことは

よかったと思う。 

「学校行事や生徒会

活動に主体的に参加

している」と答える生

徒が 90％以上。 

 

「学校行事や生徒会

活動への取組を通し

て創造力・企画力・運

営力、協働性等が向

上した。」と答える生

徒が 70％以上。 

 

 

Ａ Ａ 

オ 

きれいな教室・廊下、

美しい身なり、気持ち

の良い挨拶・言葉遣

い、大きな声での校歌

斉唱を目指す。 

「頭髪・服装のルー

ルを守っている」と

答える生徒が 95％

以上。 

Ａ Ａ 

・自転車通学の交通違反について

は、自分の行動が、自分の命・相

手の命につながっていることを理

解させたい。 

・開校以来、身だしなみや言葉遣

いなどについては適切な指導が為

され、節度が保たれている。軽微

な交通法規でも、守ることは継続

して持ち続けねばならない「順法

の精神」です。逆に「誰も見てい

「明るい挨拶や場面

に応じて言葉遣いが

できている」と答え

る生徒が 80 ％以

上。 

Ａ Ａ 

「一旦停止や並進を Ａ Ｂ 
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しないなどのルール

を守って登校してい

る」と答える生徒が

90％以上。 

 ないところだから大丈夫」という

安易な脱法精神が醸成されないよ

う指導を願う。 

・啓発看板は本来避けたいです

が、意識付けするためには有効と

思います。声掛けは先生方もお願

いしたいが、それのみならず看板

の検討もお願いします。 

「校舎内外清掃が行

き届いている」と答

える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 

「校内外において、

袋井高校生として自

覚ある言動ができ

た」と答える生徒が

90％以上。 

Ａ Ａ 

カ 

時代の要請に応える

ため、読書・小論文

指導の充実、及び国

際交流・ボランティ

ア活動への参加者増

を目指す。 

図書館の本の貸出冊

数が平均 3.8 冊以

上。 

 

Ｃ Ｃ 

・図書の貸し出し数減少について

は、ネットで情報を入手できる時

代にあって、読むに値する蔵書が

あることが大切。利用の量ではな

く、どう利用するかが重要。 

・本以外に興味のあるものが増え

て、本への興味を持たせることは

難しいと思います。 

・表現力や論理性に優れた記述や

発表などが得意な人には、読書量

が多い方が多い。「図書室の本は

情報が古い、役に立たない」とい

う誤った考えを正しながら、図書

室の利用と読書習慣の促進を図ら

れたい。 

「学校図書館は学習

活動の充実に役立っ

ている」と答える教職

員が 90％以上。「学

習活動等の学校生活

に役立っている」と答

える生徒が 80％以

上。 

Ｂ Ｂ 

｢福祉活動、ボランテ

ィア活動に将来参加

したい｣と答える生徒

が 50％以上。 

Ａ Ａ 

キ 

施設・設備・物品の充

実、防災・危機管理意

識の高揚を目指す。 

「大規模地震等に対

する防災意識が高ま

り、自分でできることを

実践している」と答え

る生徒が 80％以上。 

Ａ Ａ 

・生徒が安全かつ快適に過ごせる

よう、校内の施設・設備の整備、

点検の励行を期待する。 

「感染症対策、心身

の健康維持、増進の

ために積極的に取り

組んでいる」と答え

る生徒が 80％以上。 

Ａ Ａ 

「施設・設備・物品の

整備・美化に努めて

いる」と答える教職

員、保護者が 90％以

上。 

Ｂ Ｂ 

「学校の窓口として適

正な対応をしている」

と答える教職員、保護

者、生徒が 95％以

上。 

Ａ Ａ 

「危機対応時におけ

る対応の仕方を理解

している」と答える教

職員が 90％以上。 

Ｂ Ｂ 
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ク 

校務の効率化と適正化

を図り、教職員の心身

の健康を維持・増進す

る。 

｢仕事の効率化と業務

の見直しが図られ、心

身の負担が軽減され

た」と答える教職員が

60%以上。「必要に応

じた休暇が取れる職

場環境である」と答え

る教職員が 90％以

上。 

 

Ｃ Ｃ 

・本当に必要なことと不必要なこ

との見極めを行うことが重要と思

います。 

・教師間相互の労いや協力体制に

加え、保護者の理解や生徒の感謝

の念の醸成を促進する取り組みに

より、教員の心身の健康の維持増

進に良い影響があるものと考え

る。 

ケ 

保護者の教育活動へ

の参加促進と意欲的な

広報活動の展開を目

指す。 

「ＰＴＡ活動が充実

している」と答える

保護者が 80％以上。 
Ｃ Ｃ 

・ＰＴＡの充実についてアンケー

ト結果が低いことについては、コ

ロナ禍で、もう少し何かしてあげ

たかったという保護者の気持ちの

表れと受け止めることもできる。 

・ラインワークスなどの情報ツー

ルを活用して、もっと情報共有し

ていけるといいと思いました。

PTA 活動ももっと開放的になると

いいです。 

・コロナ禍のＰＴＡ活動について

新しいアイデアに期待します。 

「教育方針や学校生

活の様子及び諸情報

がよく伝わってい

る」と回答する保護

者が 80％以上。「各

種奨学金、授業料減

免制度について知っ

ている」と回答する

保護者が 80％以上。 

Ｃ Ｂ 

「ホームページや発

刊物・行事などを利用

し学校の広報活動に

力を入れている」と回

答する保護者が 70%

以上。 

Ａ Ａ 

「一日体験入学に満

足した」中学生が 60%

以上。中学生の一日

体験入学参加が 750

人以上､公開授業が

200人以上。 

Ｂ Ｂ 

コ 

新学習指導要領に基

づいた Society5.0 の

時代に応じた教育の

在り方を伝えていく。 

「授業に主体的に取

り組めた」と答える

生徒が 70％以上。 
Ａ Ａ 

国の通達やシステムの導入に振り

回されることや、そこに固執する

ことのないよう、今まで本校が培

ってきた教育方法や校風も含め、

多角的な教育によって「応用力の

高い」人材の育成を目指された

い。多角的な教育には袋井市、静

岡理工科大学、或いは地域社会と

の連携をさらに強く進めていくべ

き。 

「授業で扱う内容に

興味・関心を深め

た」と答える生徒が

70％以上。 

Ａ Ｂ 

「探究の時間は生徒

の意識の啓発につな

がっている」と答える

教職員が 80％以上。 

Ａ Ａ 

 


